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1、 補助事業の取組状況(5 0 0字以内）

①国連食糧農業機関 (FAO) の客員研究員として、 FAOの世界農業ウォッチ (WAW)プログラムに参加し、 日本
の農業経営の現状と統計分析の枠組みについで情報提供を行った。 さらに、 科研費（代表：立命館大学新
山陽子）を利用して日本の農業センサスの分析を行うとともに、 年間投下労働力単位(AWU)を指標に用いた
農業経営の類型のモデル化に取り組んだ。

②国連食糧農業機関 (FAO)の客員研究員として、 フィレンツェ大学の地理的表示研究チ ームとも協力しな
がら、 イタリア国内の地理的表示認証産品（パルメザンチ ー ズ、 ソラナ豆、 サンマルツァ ー ノトマト、 モ
ルタデッラハム）の調査を実施した。 これらの産品はスロー フード協会のプレシディオ認証も取得してい
る。 地理的表示とプレシディオという二つの制度を比較することで、 公的・民間認証が多様な農業経営の
持続可能性に与える影響と課題を検討した。 また、 渡航前に日本で実施した地理的表示制度の調査結果も
活用して、 日本とEU( イタリア）の地理的表示制度の比較を行った。

2、 補助事業の成果(5 0 0字以内）

①日本の農業経営の現状と統計分析の枠組みについて、 WAWプロジェクトのリー フレットおよびホームペ
ージの作成・充実に貢献した。 さらに、 科研費の研究成果を2019年3月31日に日本農業経済学会大会（於東
京大学）の個別報告で研究発表し、 学会誌に投稿する予定である。

②研究成果は、 2018年7月の国際社会学会世界大会（カナダ・トロント）で自身が主催した地理的表示に関
する分科会での研究発表、 同年9月の地域の伝統産品に関する国際シンポジウム（イタリア ・ トリノ）での
研究発表、 およびFAQでのセミナー主催と研究発表、 同年10月の地域に関する日本ドイツ日本研究所主催
の国際シンポジウム（日本・東京）での研究発表につながった。 これらの成果は、 2019年度以降に順次、 論
文、 絹著書等として発表する予定である。
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